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さわやか
会 報
新庄・もがみ地域　シルバーだより

～会員募集中！～
入会説明会は 毎月第３木曜日

午前10時〜
◆希望により随時開催いたします。

平
成
平
成

第60号
平
成
平
成30年8月

新庄市より
７月１日、恒例のあじさい祭りが開催された。
会場公園の紫陽花は、咲き始めたばかり。
花の中で居心地良さそうなイナゴにほっこりさせられる。

写真提供：戸塚  喜八 氏



理
事
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
理
事
長
　
五
十
嵐
　
正
　
臣

　
六
月
四
日
の
総
会
・
理
事
会
に
お
い
て

理
事
長
に
就
任
し
、
重
責
を
実
感
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
自
身
入
会
し
て
七
年
目
と
な
り
ま
す
が
、

シ
ル
バ
ー
と
は
い
い
な
が
ら
も
、
高
度
な

技
術
と
経
験
さ
ら
に
強
靭
な
体
力
を
も
っ

て
仕
事
を
し
て
お
ら
れ
る
姿
に
は
改
め
て

感
激
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
当
セ
ン
タ
ー
は
平
成
二
十
四
年

に
公
益
社
団
法
人
に
移
行
し
、
七
年
目
を

迎
え
て
お
り
ま
す
。
中
期
五
ヶ
年
計
画
の

最
終
年
度
で
も
あ
り
、
更
に
次
期
五
ヶ
年

計
画
も
本
年
度
中
の
策
定
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
が
、
年
金
受
給
年
齢
の
引
き
延
ば

し
や
働
き
方
改
革
法
案
の
制
定
な
ど
に
よ

り
、
新
規
入
会
者
が
減
少
す
る
中
で
、
請

負
・
派
遣
事
業
等
は
大
変
難
し
い
局
面
を

迎
え
て
い
ま
す
が
、
安
定
・
充
実
し
た
公

益
社
団
法
人
を
目
指
し
、
骨
太
な
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
な
れ
ま
す
よ
う
、
会

員
の
皆
様
か
ら
の
ご
協
力
と
ご
助
言
を
い

た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
地
域
か
ら
「
愛
さ
れ
・
信
頼
さ
れ
る
シ

ル
バ
ー
」
と
な
れ
ま
す
よ
う
、
更
に
会
員

の
皆
様
に
は
益
々
健
康
で
生
涯
現
役
で
ご

活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
当
シ
ル
バ
ー
の
会
報
で
あ
る
「
さ
わ
や

か
」
な
風
が
吹
き
渡
る
組
織
づ
く
り
を
目

指
し
、
会
員
第
一
主
義
を
目
標
に
一
歩
一

歩
で
は
あ
り
ま
す
が
、
役
職
員
一
丸
と
な

っ
て
、
前
向
き
に
進
ん
で
い
く
こ
と
を
決

意
し
、
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

副
理
事
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

副
理
事
長
　
阿
　
部
　
孝
　
行

　
こ
の
度
、
定
時
総
会
終
了
後
に
行
わ
れ

た
理
事
会
に
お
い
て
副
理
事
長
に
選
任
さ

れ
た
阿
部
で
ご
ざ
い
ま
す
。
微
力
で
は
あ

り
ま
す
が
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

発
展
の
た
め
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
今

日
に
お
い
て
、
高
齢
者
が
生
涯
現
役
と
し

て
多
様
な
形
で
社
会
参
加
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
活
力
あ
る
高
齢
社
会

を
支
え
る
地
域
の
中
核
的
な
組
織
と
し
て
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
担
う
役
割
は

一
層
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
そ
の
た
め
、
会
員
が
地
域
社
会
の

担
い
手
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
、「
会

員
の
拡
大
」
と
「
就
業
機
会
の
拡
大
」
に

努
め
、
社
会
の
要
望
に
応
え
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
数
年
、
定
年
を
迎
え
た
従
業
員
へ

の
再
雇
用
制
度
が
確
立
さ
れ
る
中
、
六
十

歳
代
前
半
の
入
会
者
が
特
に
減
少
し
て
い

る
状
況
で
す
。
会
員
あ
っ
て
の
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
で
す
。
ま
ず
、
様
々
な
ス

キ
ル
を
持
っ
た
会
員
の
増
強
が
急
務
で
は

な
い
か
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
三
十
年
度
は
、
中
期
計
画
の
最
終

年
度
に
あ
た
り
ま
す
。
同
計
画
の
達
成
に

向
け
努
力
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

本
年
度
は
三
十
一
年
度
か
ら
の
新
た
な
指

針
と
な
る
中
期
計
画
を
策
定
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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※
な
お
、
総
会
で
選
任
さ
れ
ま
し
た
草

刈
國
夫
理
事
に
つ
い
て
は
、
六
月
八
日

付
で
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

新
役
員
体
制

〜
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
〜

理
事
長
　
　
五
十
嵐
正
臣
（
新
庄
市
）

副
理
事
長
　
　
阿
部
　
孝
行
（
舟
形
町
）

常
務
理
事
　
　
森
　
　
隆
志
（
新
庄
市
）

理
　
事
　
　
元
木
　
利
春
（
新
庄
市
）

〃

　
　
横
山
智
惠
子
（
新
庄
市
）

〃

　
　
柿
崎
　
哲
也
（
金
山
町
）

〃

　
　
山
口
　
　
宏
（
最
上
町
）

〃

　
　
木
田
満
智
子
（
真
室
川
町
）

〃

　
　
小
関
　
忠
雄
（
大
蔵
村
）

〃

　
　
高
橋
　
喜
孝
（
鮭
川
村
）

〃

　
　
横
山
　
文
雄
（
戸
沢
村
）

監
　
　
事
　
　
海
谷
　
紀
夫
（
新
庄
市
）

〃

　
　
阿
部
　
　
誠
（
鮭
川
村
）

県
シ
連
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た

　
六
月
十
九
日
、
県
シ
連
の
定
時
総
会

に
お
い
て
、
理
事
及
び
安
全
就
業
対
策

推
進
委
員
長
を
四
年
務
め
た
功
労
に
対

し
、
県
シ
連
よ
り
草
刈
前
理
事
長
に
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
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万
場
町
班
　
三
澤
　
正
則
　

　
こ
の
度
は
、 

二
十
年
勤
労
の
表
彰
を
頂

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

六
十
歳
過
ぎ
て
も
尚
、
心
身
と
も
に
活
躍

の
場
を
与
え
て
頂
け
た
事
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
の
夜

間
警
備
に
従
事
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
し

た
が
、
緊
張
感
も
あ
り
、「
人
の
命
」
と

直
接
向
き
合
う
こ
と
を
肌
で
感
じ
た
二
十

年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
大
変
、
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

「
安
全
就
業
」
は

　
　
お
客
様
に
仲
間
と

　
　
“
和
”づ
か
な
心
づ
か
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
花
の
笑
顔

受
賞
者
の
声

定
時
総
会
開
催

第
33
回

表
彰
者
の
紹
介

（
会
員
十
五
年
以
上
で
満
八
十
歳
）

◦
三
　
澤
　
正
　
則
（
新
庄
市
）

◦
荒
　
川
　
修
　
也
（
新
庄
市
）

◦
髙
　
橋
　
久
太
郎
（
金
山
町
）

◦
荒
　
川
　
義
　
一
（
新
庄
市
）

◦
柿
　
㟢
　
濱
　
子
（
新
庄
市
）

◦
山
　
科
　
　
　
淳
（
新
庄
市
）

（
会
員
七
年
以
上
で
満
七
十
歳
に

達
し
業
績
が
顕
著
な
方
）

◦
山
　
科
　
和
　
彦
（
新
庄
市
）

◦
石
　
塚
　
　
　
悟
（
新
庄
市
）

◦
矢
　
口
　
幸
　
一
（
新
庄
市
）

◦
八
　
鍬
　
雄
　
輝
（
新
庄
市
）

◦
庄
　
司
　
敏
　
明
（
新
庄
市
）

◦
伊
　
東
　
晴
　
夫
（
新
庄
市
）

◦
丹
　
　
　
辰
　
巳
（
新
庄
市
）

◦
田
　
中
　
ト
ミ
子
（
新
庄
市
）

◦
阿
　
部
　
茂
　
夫
（
新
庄
市
）

◦
栗
　
田
　
勝
　
美
（
新
庄
市
）

◦
伊
　
藤
　
正
　
三
（
真
室
川
町
）

◦
荒
　
川
　
龍
　
夫
（
戸
沢
村
）

◦
叶
　
内
　
喜
一
郎
（
新
庄
市
）

◦
八
　
鍬
　
健
　
男
（
新
庄
市
）

◦
岸
　
　
　
　
　
守
（
戸
沢
村
）

◦
八
　
鍬
　
信
　
一
（
舟
形
町
）

◦
佐
　
藤
　
常
　
夫
（
新
庄
市
）

◦
髙
　
橋
　
光
　
春
（
新
庄
市
）

◦
山
　
田
　
輝
　
雄
（
最
上
町
）

◦
齋
　
藤
　
晴
　
廣
（
戸
沢
村
）

◦
柿
　
崎
　
哲
　
也
（
金
山
町
）

◦
菅
　
原
　
澪
　
子
（
新
庄
市
）

◦
渡
　
辺
　
好
　
安
（
新
庄
市
）

　
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

後
も
健
康
に
留
意
し
、
益
々
の
ご
活
躍

を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　
六
月
四
日
、
新
庄
市
の
大
地
会
館

に
お
い
て
、
多
く
の
来
賓
を
お
迎
え

し
、
会
員
百
一
名
参
加
の
も
と
盛
会

裏
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
九
年
度
事
業
、
三
十
年

度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
な
ど
の

報
告
四
件
、
平
成
二
十
九
年
度
決
算

及
び
役
員
選
任
の
議
案
二
件
に
つ
い

て
慎
重
審
議
を
行
い
ま
し
た
。
会
員

か
ら
は
、
役
員
候
補
者
の
選
び
方
な

ど
に
つ
い
て
の
質
問
や
新
規
事
業
の

提
案
な
ど
、
今
ま
で
に
な
く
活
発
な

議
論
と
な
り
ま
し
た
が
、
全
て
承
認

を
頂
き
ま
し
た
。

　
ま
た
会
議
に
先
立
ち
、
長
年
に
わ

た
り
セ
ン
タ
ー
の
発
展
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
二
十
九
名
の
方
々
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

●
事
業
報
告

　
契
約
額
総
合
計
が
三
億
二
千
八
十

一
万
六
千
円
で
前
年
度
に
比
べ
一
千

八
百
五
十
三
万
六
千
円
の
増
と
な
り

ま
し
た
。
記
録
的
な
大
雪
な
ど
に
よ

る
も
の
で
、
セ
ン
タ
ー
設
立
以
来
最

も
高
い
契
約
金
額
と
な
り
ま
し
た
。

●
事
業
計
画
･
予
算

　
事
業
計
画
で
は
、
重
点
事
業
と
し

て
、
①
会
員
数
の
加
入
促
進
と
減
少

対
策
②
安
全
・
適
正
就
業
の
徹
底
③

就
業
機
会
の
推
進
④
組
織
体
制
の
充

実
・
強
化
⑤
財
政
運
営
基
盤
の
確
立

の
五
つ
を
掲
げ
、
ま
た
平
成
三
十
年

度
予
算
は
総
額
二
億
九
千
七
百
八
万

四
千
円
に
決
定
し
ま
し
た
。

●
決
　
算

　
会
員
各
位
の
ご
努
力
に
よ
り
、
総

収
入
額
が
三
億
六
百
九
十
九
万
二
千

円
で
、
総
支
出
額
に
つ
い
て
も
三
億

八
百
十
万
三
千
円
と
過
去
最
大
と
な

り
ま
し
た
。

●
2
0
1
8
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

 

［
生
き
が
い
と

　
働
く
よ
ろ
こ
び

仲
間（
地
域
）と
と
も
に
］
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新
庄
市　

髙
木 　
勉

　
三
年
間
と
い
う
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
皆
様
方
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。

　
お
蔭
を
も
ち
ま
し
て
、
今
は
大
変
充
実

し
た
毎
日
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
益
々
の
ご
発
展
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

金
山
町　

大
場 

征
志

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
役
員
を
長

く
務
め
さ
せ
て
頂
き
、
ま
た
数
多
く
の
会

議
や
研
修
会
・
講
習
会
に
も
出
席
し
、

様
々
な
希
望
や
意
見
を
取
り
入
れ
て
頂
き

ま
し
た
。

　
今
後
は
さ
ら
に
、
会
員
の
皆
様
の
働
く

意
欲
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
研
修
会

や
講
習
会
に
も
参
加
で
き
易
い
よ
う
に
、

新
役
員
の
皆
様
方
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
七
年
間
お
世
話
に
な
り
、
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

真
室
川
町　

髙
橋 　
廣

　
理
事
と
し
て
七
年
、
我
な
が
ら
良
く
持

っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
班
の
皆
様
、
理

事
、
各
委
員
会
の
皆
様
、
数
多
く
の
方
の

ご
支
援
、
ご
協
力
頂
い
た
こ
と
を
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

　
大
役
を
終
え
た
と
い
う
安
堵
感
と
僅
か

な
せ
き
り
ょ
う
か
ん

寂
寥
感
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

多
く
の
仲
間
、
知
己
を
得
ら
れ
何
物
に
も

替
え
難
い
財
産
を
頂
い
た
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
人
材
セ
ン
タ
ー
の
発
展
を
祈
り
ま
す
。

戸
沢
村　

柿
﨑 　
操

　
私
は
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月
に
入
会
、

二
十
六
年
六
月
に
戸
沢
村
担
当
理
事
に
就

任
、
何
の
経
験
も
な
い
ま
ま
、
多
く
の
先

輩
方
の
指
導
も
あ
り
、
何
と
か
二
期
務
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
二
十

七
年
七
月
か
ら
は
班
長
の
職
も
仰
せ
つ
か

り
、
時
に
は
仕
事
も
重
な
り
多
忙
を
極
め

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
私
の
願
い
は
ひ
と
つ
、
公
益
社
団
法
人

と
し
て
ま
す
ま
す
増
え
る
で
あ
ろ
う
お
客

様
か
ら
の
要
望
に
対
し
、
事
務
局
職
員
が

常
に
明
る
く
対
応
し
、
会
員
へ
の
仕
事
配

り
を
し
て
頂
く
よ
う
切
に
お
願
い
を
し
て
、

退
任
の
弁
と
致
し
ま
す
。

新
庄
市　

佐
藤
紀
美
恵

　
こ
の
度
、
至
り
ま
せ
ぬ
私
が
理
事
十
年
、

う
ち
後
の
二
年
は
副
理
事
長
と
し
て
お
蔭

様
で
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
こ
れ

は
ひ
と
え
に
皆
様
方
の
御
支
援
御
尽
力
が

賜
わ
れ
ば
こ
そ
で
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
一
会
員
と
し
て
微
力
な
が
ら
会

の
た
め
に
努
め
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

新
庄
市　

黒
坂 

良
子

　
四
期
八
年
の
間
、
役
職
員
皆
様
の
ご
指

導
ご
鞭
撻
の
も
と
、
理
事
を
務
め
る
こ
と

が
で
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
特
に
女
性
部
委
員
会
と
し
て
会
員
拡
大

の
た
め
地
域
に
出
向
き
説
明
会
や
チ
ラ
シ

配
布
を
行
っ
た
こ
と
、
東
根
市
Ｓ
Ｃ
と
の

交
流
に
よ
り
多
く
を
学
ん
だ
こ
と
、
ま
た
、

広
報
調
査
部
会
委
員
と
し
て
の
活
動
な
ど

が
今
で
は
懐
か
し
く
蘇
っ
て
き
ま
す
。

　
引
き
続
き
会
員
と
し
て
お
世
話
に
な
り

ま
す
が
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
今

後
益
々
ご
発
展
さ
れ
ま
す
よ
う
切
に
願
っ

て
お
り
ま
す
。

役
員
を
退
任
さ
れ
た
方
よ
り
ひ
と
こ
と
い
た
だ
き
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
り 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︱

総　務　部　会
◎五十嵐正臣
○阿部　孝行
　森　　隆志
　元木　利春

　事務局長　福 澤 好 也

広 報 調 査 部 会
◎小関　忠雄
○横山智惠子
　高橋　喜孝
　横山　文雄
　森　　隆志

中期計画策定委員会
◎阿部　孝行
　元木　利春
　山口　　宏
　木田満智子
　小関　忠雄
　森　　隆志

安全就業管理委員会
◎元木　利春 ○五十嵐三紀夫
　柿崎　哲也 大場　征志　
　山口　　宏 石山　利勝　
　木田満智子
　横山　文雄
　森　　隆志

適正就業委員会
　山口　　宏 　髙橋　輝夫
　元木　利春 　鈴木　孝男
　柿崎　哲也 　武田　豊子
　小関　忠雄
　横山　文雄
　森　　隆志

活性化推進事業検討委員会
◎高橋　喜孝 ○菅　　　薫
　横山智惠子 　笹　　一正
　柿崎　哲也 　菅　　正春
　小関　忠雄 延藤三三子
　森　　隆志

女　性　部　委　員　会
◎木田満智子 ○武田　豊子 　高山江美子

　鈴木　幸子 　大場真知子
　柿崎　操子 　鈴木まり子
　二戸千代子 　阿部　里子
　加藤美江子

各部会
委員会 ◎委員長　

（部会長）
○副委員長

　（副部会長）

理事委員 会員委員 ※正・副委員長は会議後に決定



班
長
・
副
班
長
会
議

理
事
会
報
告
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理
事
会
は
、
前
号
が
発
行
さ
れ
た
十

二
月
以
降
、
二
十
九
年
度
三
回
、
今
年
度

は
七
月
末
ま
で
に
五
回
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

○
開
催
日

（
平
成
二
十
九
年
度
）

・
第
六
回
理
事
会
　
十
二
月
二
十
六
日

・
第
七
回
理
事
会
　
二
月
二
十
八
日

・
第
八
回
理
事
会
　
三
月
二
十
三
日

（
平
成
三
十
年
度
）

・
第
一
回
理
事
会
　
四
月
十
九
日

・
第
二
回
理
事
会
　
五
月
十
日

・
第
三
回
理
事
会
　
六
月
四
日

・
第
四
回
理
事
会
　
六
月
十
四
日

・
第
五
回
理
事
会
　
六
月
二
十
九
日

主
な
審
議
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
新
入
会
員
に
つ
い
て

　
昨
年
十
二
月
か
ら
六
月
ま
で
六
十
三

名
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

○
事
業
実
績（
五
月
末
）に
つ
い
て

　
五
月
末
ま
で
の
契
約
金
額
は
請
負
事

業
・
派
遣
事
業
合
わ
せ
て
四
千
七
百
九

十
七
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
派
遣
事
業

が
減
少
し
た
た
め
昨
年
度
よ
り
若
干
の

減
少
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
七
月
十
九
日
「
班
長
・
副
班
長
会

議
」
が
四
十
一
名
と
い
う
多
く
の
参
加

の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
報
告
五
件
の
あ
と
協
議
に

入
り
、
①
地
域
班
の
組
織
化
に
つ
い
て

②
会
員
増
の
対
策
に
つ
い
て
③
傷
害
・

賠
償
事
故
に
つ
い
て
④
作
業
日
報
及
び

月
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て
な
ど
、
各
課

題
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

　
意
見
交
換
で
は
、
新
規
会
員
へ
の

「
さ
わ
や
か
」
の
配
布
に
関
す
る
こ
と

や
、
班
会
議
の
開
催
状
況
、
ま
た
日
報

の
取
扱
に
つ
い
て
な
ど
忌
憚
の
な
い
意

見
交
換
が
な
さ
れ
、
今
後
の
事
業
運
営

の
参
考
と
な
る
大
変
有
意
義
な
会
議
と

な
り
ま
し
た
。

　
主
な
協
議
事
項
や
意
見
交
換
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◦
班
会
議
を
し
て
な
い
地
区
に
つ
い
て

は
、
班
会
議
で
意
見
を
出
し
て
も
何

も
反
映
さ
れ
な
い
と
い
う
あ
き
ら
め

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
重
要
な
意

見
は
「
さ
わ
や
か
」
に
載
せ
る
と
か
、

会
員
の
声
を
も
っ
と
反
映
で
き
る
よ

う
に
し
て
は
ど
う
か
。

○
役
員
候
補
者
の
選
定
に
つ
い
て

　
理
事
及
び
監
事
候
補
者
を
選
出
す
る

と
と
も
に
、
正
副
理
事
長
と
常
務
理
事

を
選
定
し
ま
し
た
。

○
就
業
期
限
等
に
関
す
る
細
則
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　
各
種
施
設
等
で
就
業
す
る
場
合
の
就

業
期
限
等
に
つ
い
て
、
一
年
毎
に
更
新

で
き
る
も
の
と
し
、
原
則
五
年
以
内
と

す
る
こ
と
に
改
正
し
ま
し
た
。

○
会
員
表
彰
に
つ
い
て

　
会
員
及
び
役
員
の
表
彰
者
を
決
定
す

る
と
と
も
に
、
セ
ン
タ
ー
及
び
「
こ
ぶ

し
の
会
」
の
二
つ
あ
る
表
彰
規
程
に
つ

い
て
、
今
後
統
合
も
含
め
た
検
討
を
行

う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
全
国
的
に
問
題
と
な
っ
て

い
る
「
空
き
家
管
理
対
策
事
業
」
に
関

す
る
こ
と
や
「
会
員
拡
大
対
策
」、「
安

全
・
適
正
就
業
」
な
ど
多
く
の
課
題
に

つ
い
て
協
議
を
行
い
、

セ
ン
タ
ー
の
更
な
る

充
実
や
効
率
化
な
ど

に
努
め
ま
し
た
。

　
七
月
よ
り
、
会
員
の
声
を
聴
く
意
見

箱
を
シ
ル
バ
ー
入
口
に
設
置
し
ま
し

た
。
今
後
も
会
員
・
お
客
様
の
多
く

の
声
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

（
※
８
ペ
ー
ジ
に
写
真
掲
載
）

◦
地
域
班
の
組
織
化
に
つ
い
て

　
地
域
班
の
組
織
強
化
は
理
解
で
き
る

が
、
実
情
と
し
て
は
職
域
班
の
ほ
う

が
話
し
や
す
い
。
組
織
強
化
に
つ
い

て
は
地
域
班
と
職
域
班
の
二
通
り
で

考
え
て
ほ
し
い
。

　
今
後
、
班
長
も
含
め
た
検
討
委
員
会

を
設
置
す
る
な
ど
し
て
対
応
し
て
い
き

ま
す
。



女性部委員会活動報告

地域班活動の紹介

この委員会は女性会員相互の輪を拡げ、地域社会に貢献することを
目的に女性会員で組織する委員会です。
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女
性
部
委
員
会
で
は
、

今
年
も
会
員
拡
大
活
動

の
一
環
と
し
て
、
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の

チ
ラ
シ
配
布
を
行
い
ま

し
た
。

　
不
用
品
（
切
手
・
使

用
済
み
タ
オ
ル
・
シ
ー

ツ
）
の
回
収
も
行
っ
て

お
り
ま
す
。
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
女
性
部
委
員
会
で
は
、

今
年
も
会
員
拡
大
活
動

の
一
環
と
し
て
、
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の

チ
ラ
シ
配
布
を
行
い
ま

し
た
。

　
不
用
品
（
切
手
・
使

用
済
み
タ
オ
ル
・
シ
ー

ツ
）
の
回
収
も
行
っ
て

お
り
ま
す
。
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

安全就業心得10ヶ条
①日頃から 健康管理 に努め、常に健康な
状態で就業すること。

②仕事の前日は、 十分睡眠 をとること。

③服装・履物･保護具は、それぞれの
　 作業に適したものを着用 すること。

④仕事を始める前には、必ず 準備運動 を
行うこと。

⑤保護具や器具類は、 使用する前に必ず 
　 点検 をすること。

⑥加齢による身体の機能低下を十分認識
し、 絶対に無理をしない こと。

⑦仕事をするときは、急いだりあわてた
りせず、 安全第一 を心掛けること。

⑧就業の場は、常に 整理整頓 を心掛ける
こと。

⑨共同で仕事をするときは、 合図・連絡 
　 を正確に行う こと。

⑩行きも帰りも仕事のうち、 交通事故 に
合わないように注意すること。

顧客満足度アンケート結果への対応 昨年度実施しました「顧客満足度調査」で頂いたご意見
について、事務局として次のように対応して参ります。

１
．
正
確
な
見
積
書
を
出
し

て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
事
務
局
職
員
と
会
員

と
が
一
緒
に
下
見
を
行

う
こ
と
で
、
よ
り
正
確

な
見
積
書
を
発
行
す
る

よ
う
に
致
し
ま
す
。

２
．
依
頼
後
に
早
め
の
対
応
を
。

　
　
　
受
付
順
に
対
応
し
て

お
り
ま
す
が
、
大
ま
か

な
作
業
予
定
日
を
伝
え

る
よ
う
に
致
し
ま
す
。

３
．
休
憩
時
間
・
作
業
時
間

が
曖
昧

　
　
　
入
会
説
明
会
や
リ
ー

ダ
ー
会
議
の
際
に
説
明

す
る
機
会
を
設
け
、
休

憩
時
間
の
取
り
方
や
作

業
日
報
の
記
入
方
法
な

ど
を
統
一
し
て
い
き
ま
す
。

４
．
料
金
を
値
上
げ
し
な
い

で
ほ
し
い
。

　
　
　
県
の
最
低
賃
金
額
を

基
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
内
の
適
正
就

業
委
員
会
で
作
業
単
価

を
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

５
．
接
遇
面
で
の
指
導
や
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
の
研
修
を

し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
毎
年
、
接
客
接
遇
講

習
会
を
実
施
し
て
お
り
、

受
講
を
呼
び
掛
け
て
ま

い
り
ま
す
。

　
　
　

　
そ
の
他
、
頂
戴
し
た
ご
意

見
は
今
後
の
活
動
に
反
映
さ

せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

各
班
の
実
施
状
況

★
班
会
議

4
／
17  

真
室
川
町
班
　
　	

15
名

5
／
8  

宮
内
班	

8
名

6
／
27  

戸
沢
村
班	

13
名

7
／
2  
金
沢
班	

14
名

7
／
6  
茶
屋
町
・
万
場
町
・

　
　
　
沼
田
町
班	

11
名

7
／
6  

最
上
町
班	

16
名

7
／
13  

舟
形
町
班	
23
名

★
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

4
／
14  

末
広・金
沢
班	

清
掃

5
／
8  

宮
内
班	

清
掃

5
／
12  

茶
屋
町
・
沼
田
町
・

　
　
　
万
場
町
班	

清
掃

6
／
6  

鮭
川
村
班	

草
刈

6
／
8  

大
蔵
村
班	

草
刈

6
／
24  

最
上
町
班

草
刈
・
清
掃

7
／
22  

舟
形
町
班

	

草
刈
・
清
掃

センターでは、地域班
活動を推進しています。

真室川町班会議   

戸沢村班会議   

宮内班　清掃ボランティア 

大蔵村班　草刈ボランティア

7/2 ヨークベニマル（新庄店） 7/4 ビフレ新庄店7/2 ヨークベニマル（下田店）



地域の紹介
コーナー 大

蔵
村
農
産
物
加
工
場
が
本
格
稼
働
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7月分
８/３１㈮

8月分
９/２８㈮

9月分
１０/３１㈬

10月分
１１/３０㈮

11月分
１２/２７㈭

12月分
１/３１㈭

1月分
２/２８㈭

2月分
３/２９㈮

3月分
４/３０㈫

平成30年度 配分金支払予定日平成30年度 配分金支払予定日

※日報はその都度なるべく早く、月報は翌月の５日までに事務局へ提出してください。

大
蔵
村
班
　
小
関
　
忠
雄

【
山
形
県
高
齢
者
就
労
活
性
化
事
業
】

①
健
康
食
調
理
講
習
会

　
日
時
／
9
月
21
日
（
金
）

　
場
所
／
新
庄
市
民
プ
ラ
ザ

②
雪
下
し
講
習
会

　
日
時
／
12
月
下
旬

　
場
所
／
シ
ル
バ
ー
会
議
室

【
安
全
就
業
講
習
】

　
救
命
救
急
講
習
会

　
日
時
／
9
月
19
日
（
水
）

　
場
所
／
尾
花
沢
市
消
防
本
部

【
県
連
合
会
主
催
事
業
】

　
マ
ナ
ー
・
接
遇
講
習

　
日
時
／
10
月
10
日
㈬

　
場
所
／
ゆ
め
り
あ
会
議
室

　
　
　
　
　（
最
上
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー
）

　
　

 

◆
会
費
納
入
の
お
願
い

　

 

平
成
30
年
度
引
き
続
き
会
員
を
継　

　
続
さ
れ
る
方
で
、
年
会
費
未
納
の　

　
方
は
、
早
め
に
事
務
局
ま
で
納
入　

　
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
熱
中
症
保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す

　
就
業
中
（
ま
た
は
就
業
場
所
へ
の
行
き

帰
り
）に
熱
中
症
と
診
断
さ
れ
、次
に
該
当

す
る
場
合
に
は
見
舞
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

◎
入
院
見
舞
金

　
通
院
加
療
・
日
帰
り
入
院　
…
５
千
円

　
入
院
１
泊
２
日�
…
３
万
円

　
入
院
2
泊
3
日
以
上	

…
５
万
円

◎
死
亡
見
舞
金�

…
10
万
円

日
頃
の
体
調
管
理
に
心
が
け
年
に
一
回

は
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

事
務
局

 
だ
よ
り

　
女
性
部
企
画
イ
ベ
ン
ト

①
東
山
焼
き
　

　
日
　
時
／
9
月
1
日（
土
）午
後
1
：
30
～

　
参
加
費
／
1,
5
0
0
円

　

作
品
を
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
展
示
し
ま

　

す
‼

②
終
活
セ
ミ
ナ
ー

　
日
　
時
／
11
月
10
日（
土
）午
後
1
：
30
～

　
参
加
費
／
無
料

　

残
さ
れ
る
家
族
の
た
め
の
勉
強
会
で
す
。

☆
多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。〈
も
ち
ろ
ん
男
性
も
Ｏ
Ｋ
〉

【
高
齢
者
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
・

　
　
就
職
促
進
事
業
技
能
講
習
会
】

①
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
資
格
取
得

日
時
／
9
月
10
日
㈪
～
13
日
㈭

場
所
／
山
形
県
立
農
林
大
学
校

②
保
育
・
子
育
て
支
援
ス
タ
ッ
フ

　
日
時
／
10
月
22
日
㈪
～
31
日
㈬

　
場
所
／
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
こ
ん
ぺい
と
う

③
介
護
補
助
ス
タ
ッ
フ

　
日
時
／
11
月
6
日
㈫
～
15
日
㈭

　
場
所
／
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
こ
ん
ぺい
と
う

　
お
悔
や
み

　
　
髙
　
橋
　
泰
　
和
（
新
庄
）

　
　
叶
　
内
　
清
　
人
（
新
庄
）

　
　
金
　
田
　
太
　
郎
（
新
庄
）

　
　
田
　
中
　
直
　
美
（
戸
沢
）

　
　
荒
　
木
　
秀
　
昭
（
戸
沢
）

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
30
年
3
月
、
大
蔵
村
大
坪
地
内
に
待
望
の
農
産
物
加
工
場
が
完
成
。
こ
の

工
場
は
ト
マ
ト
を
中
心
と
し
た
園
芸
作

物
生
産
量
の
増
加
や
中
山
間
地
域
で
の

転
作
田
を
利
用
し
た
野
菜
等
の
作
付
、

更
に
は
農
作
物
を
原
料
と
し
た
特
産
品

開
発
を
目
的
に
大
蔵
村
で
初
め
て
の
貸

工
場
と
し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
貸
工
場
を
使
用
す
る
の
は
、
最
上
町

に
本
社
を
置
く
株
式
会
社
三
和
食
品
。
主
に

工
場
で
は
山
菜
や
野
菜
の
加
工
品
を
始
め
、

し
そ
巻
き
や
大
蔵
産
ト
マ
ト
を
使
用
し
た
ケ

チ
ャ
ッ
プ
と
ソ
ー
ス
を
製
造
し
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
商
品
は
全
国
各
地
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
出
荷

さ
れ
多
く
の
人
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

〜大蔵村：農産物加工場〜

会員向け
講習

会員でない方も
参加できます。



会
報
さ
わ
や
か
　

平
成

30年
8月

　
第

60号
　

　
■

発
行

/（
公

社
）

新
庄

・
最

上
地

域
シ

ル
バ

ー
人

材
セ

ン
タ

ー
　

山
形

県
新

庄
市

大
手

町
2番

60号
　

TEL：
22－

3065　
FAX：

22－
3395

新庄・もがみ地域 シルバーだより　さわやか

82018年8月　第60号

▼ 6/25 活性化事業 剪定講習会（ 北辰小にて ）

▲ 7/26 安全就業管理委員によるパトロール

6/23  新庄市健康福祉まつり
（ゆめりあにて） ▼

編
集
後
記

　
今
冬
は
大
雪
と
な
り
、
農
作
物
へ
の

影
響
が
大
変
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
四

月
か
ら
好
天
が
続
き
、
七
月
に
は
猛
暑

と
な
る
異
常
な
天
候
が
全
国
各
地
で
起

き
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
き
そ
う
で
す
。

会
員
の
皆
様
も
健
康
に
留
意
さ
れ
お
仕

事
等
を
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

　
今
回
も
多
く
の
皆
様
か
ら
素
晴
ら
し

い
原
稿
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
会
報
「
さ
わ
や
か
」
を
通
じ
、

会
員
相
互
の
架
け
橋
と
な
る
よ
う
部
会

員
一
同
頑
張
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご

協
力
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　

（
文
責
　
小
関
部
会
長
）

　
広
報
調
査
部
会

部
会
長
　
　
小
関
　
忠
雄

副
部
会
長
　
　
横
山
智
惠
子

部
　
員
　
　
高
橋
　
喜
孝

部
　
員
　
　
横
山
　
文
雄

部
　
員
　
　
森
　
　
隆
志

シルバーフェスティバル2018

シルバーフェスティバル2018シルバーフェスティバル2018
※バザー品を受け付けます。※バザー品を受け付けます。

新庄・最上地域シルバー人材センターの会員がお届けする！

多くの方々の参加を心よりお待ちしております！！農産物の即売会もあります。

事業の紹介・作品展示・ちびっこコーナー・実演コーナー事業の紹介・作品展示・ちびっこコーナー・実演コーナー事業の紹介・作品展示・ちびっこコーナー・実演コーナー

日時　10月20日 土　10：00～　　　
会場　ゆめりあ（花と緑の交流広場）

皆
様
か
ら
の
ご
意
見
、

ご
要
望
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

平成30年度　上半期

アラカルト
活発な行事


